
18

岩
手
県
出
身
。外
科
、在
宅
緩

和
ケ
ア
医
。東
京
都
立
川
市

に
あ
る
立
川
在
宅
ケ
ア
ク
リ

ニ
ッ
ク
院
長
を
務
め
る
。２

０
１
７
年「
第
20
回 

日
本
在

宅
ホ
ス
ピ
ス
協
会
全
国
大
会 

in 

多
摩
」（
主
催
：
日
本
在
宅

ホ
ス
ピ
ス
協
会
）の
実
行
委

員
長
と
な
る
。

立川在宅ケアクリニック院長  荘司 輝昭  Teruaki SHOJI

誰
に
も
看
取
ら
れ
ず
に
亡
く
な
る
高
齢
者
の
報
道
が
後
を
絶
た
な

い
。そ
し
て
、そ
の
ほ
と
ん
ど
は〝
異
状
死
〟扱
い
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
独
居
高
齢
者
が
ま
す
ま
す
増
え
て
い
く
中
で
、介
護
を

支
え
る
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
は
機
能
す
る
の
だ
ろ
う
か
。そ

の
中
で
独
居
高
齢
者
は
、死
を
ど
の
よ
う
に
迎
え
る
こ
と
に
な
る

の
か
。

か
つ
て
の
日
本
は「
家
で
死
ぬ
」の
は
当
た
り
前
の
光
景
だ
っ
た
。

１
９
４
５
年
に
は
80
％
以
上
の
人
が
自
宅
で
亡
く
な
っ
て
い
た
。

O
pinion P

iece 02

超
高
齢
多
死
社
会
で

最
期
を
迎
え
る
場
を
考
え
る

孤
独
死
の
実
態
を
訪
問
診
療
医
に
聞
く
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戦
後
、医
療
の
高
度
化
が
急
速
に
進
み
、73
年

の
老
人
医
療
費
無
料
化
な
ど
も
あ
っ
て
、76
年

に
は
病
院
な
ど
医
療
機
関
で
の
死
亡
数
が
自
宅

死
を
上
回
り
、そ
の
後
も
増
え
続
け
、近
年
は

80
％
に
な
っ
て
い
る（
図
１
）。

一
方
、「
自
分
自
身
の
最
期
を
ど
こ
で
迎
え
た

い
か
」を
尋
ね
た
調
査
で
は
、49
・
５
％
の
人
が

「
自
宅
」と
答
え
て
い
る
。さ
ら
に「
実
際
に
死

を
迎
え
る
と
思
う
場
所
」を
聞
く
と
、「
自
宅
」

は
16
・
６
％
に
減
り
、医
療
機
関
は
41
・
１
％
に

増
え
、「
や
む
な
く
病
院
で
死
ぬ
」と
想
定
し
て

い
る
人
が
多
い
よ
う
だ
。
そ
し
て
、
実
際
は

80
％
以
上
の
人
が
病
院
で
最
期
を
迎
え
て
い

る
。希
望
す
る
死
に
場
所
と
実
際
に
亡
く
な
る

場
所
と
が
乖
離
し
て
い
る
の
が
現
実
で
あ
る

（
図
２
）。

高
齢
で
日
常
生
活
が
困
難
に
な
っ
た
場
合
、自

宅
で
最
期
ま
で
療
養
し
な
い
理
由
に「
家
族
の

介
護
な
ど
の
負
担
が
大
き
い
」、「
緊
急
時
に
家
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資料：「人口動態統計」（厚生労働省大臣官房統計情報部）
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図1　医療機関と自宅における死亡割合の年次推移


